
❷広報薩摩川内　2011.11.102011.11.10　広報さつませんだい❸

ふるさと景観100選

　

本
市
で
は
、
景
観
の
魅
力
を
発
見
し
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
21
年

４
月
に「
薩
摩
川
内
市
ふ
る
さ
と
景
観
計
画
」を
施
行
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
観

光
の
促
進
な
ど
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
応
募
の
あ
っ
た
風
景
を
元
に
、「
ふ
る
さ
と

景
観
１
０
０
選
」を
選
定
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
前
回（
７
月
10
日
号
）の
特
集
に
引
き
続
き
、

「
ふ
る
さ
と
景
観
１
０
０
選
」の
中
か
ら
残
り
の
50
選
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　

昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
風
景
、
季
節
や
時
間
で
表
情
を

変
え
る
風
景
、
本
市
に
は
ま
だ
あ
な
た
の
知
ら
な
い
美

し
い
風
景
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
一
度
訪
れ

て
目
を
楽
し
ま
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

と
っ
て
お
き
の
美
し
い
風
景
を
見
つ
け
に

足
を
運
ん
で
み
よ
う
！
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明治 33 年に架設
された石橋。橋長
10ｍ・幅員3.2ｍ。
藤本小学校近く。

境内にあるイスノキ
は推定樹齢 600 年以
上。周囲は３ｍある。
市指定天然記念物。

大正11 年に架設
された石橋。橋長
10.2 ｍ・幅員3.46
ｍ。大馬越小学校か
ら南に約550 ｍ。周辺には 500 本の桜が植えられ、春はお花見の場として多くの

観光客が訪れる。

一面に広がる茶畑
と、その奥に望む愛
宕山とが織り成す景
観は必見。

鷹ノ子岳のたもとへ
架かるゆめかけ橋。
歩いて登ることがで
きる。標高422.1ｍ。

一見洞窟の奥と思え
るような場所に落ちる
滝。Ｖの字に切れ込
んだ落ち口が特徴的。

明治42年に架設された石橋。橋長24.4ｍ・
幅員３ｍ。国登録有形文化財。

明治39年に架設され
た石橋。橋長11.7ｍ・
幅員3ｍ。盛り上がっ
た中央部が特徴。

市比野温泉の中心
部にある滝。入浴
後の散策が心地よ
い。駐車場あり。

おわんを伏せたような丸い形の丸山は地域のシンボル。

幸
みゆきばし

橋（市比野）

諏訪神社
（イスノキ）（浦之名）

松尾橋（浦之名）

清浦ダム（浦之名）

茶畑と愛
あ た ご や ま

宕山
（浦之名）

鷹
たか

ノ
の

子
こ

岳
だけ

と
ゆめかけ橋（浦之名）

長野滝（浦之名）

新
しんたいばし

大橋（浦之名）

大塚橋（市比野）湯の滝（市比野）

丸山自然公園（市比野）

特集

後編

樋
脇
エ
リ
ア

東
郷
エ
リ
ア

祁
答
院
エ
リ
ア

入来エリア

12

1920
22

21

16

18

1315

17

一枚岩に力が加わっ
て、斜めに傾いたよう
な岩肌の筋が印象的。

その名の通り、優しく流れ落ちる
姿が印象的な滝。

緑の山々に囲まれた田園風景は、
のどかな癒やしの成分たっぷり。

農村風景を楽しみなが
ら、いろいろな自然遊
びの体験もできる。

明治 36 年に架設された石橋。橋
長 14.8 ｍ・幅員 3.51 ｍ。祁答院
支所から 1.6㎞。

さつま町・阿久根市
などに繋がる林道。
春に道沿いを彩る桜
は必見。

橋長 16.2 ｍ・幅員
４ｍ。大塚バス停（国
道 267 号）を北へ左
折し１㎞先。（架設年
代不明）

落差約 10m の滝。
上部にもう一段の流
れがある。

150枚の田が等高線沿いに並ぶ。農林水
産省指定｢日本棚田百選｣に選定。

菅原道真公を祀る神社。毎年２月中旬〜３月上旬には
約 150 本の梅の花が咲き誇る。
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仙人の滝（浦之名）14
地元の方々が市道か
らの遊歩道を整備。
広い滝つぼが特徴的。
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